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 次に、慣用音と認められる 111 字について、音的な特徴による分類と「慣用音」を生じ
る理由による分類の 2面から考察した。
音的な特徴に関して言うと、「声母・韻腹・韻尾」のうち、「声母」の清濁に関するもの
が 54字で最も多い。中でも中古音の清音を濁音とするものが 41字で、54字中の約 76％を




た 111 字中の 3 割以上を占めており目立つ。慣用音の多くは、それを生じる理由が不明で




















  第１章 現代日本漢語の漢字音
  第２章 研究の方法と対象
  第３章 唇内入声音の促音化について
  第４章 ハ行子音の半濁音化について
  第５章 〈慣用音〉について























































舘野由香理氏に対する最終試験の試問は、平成 28年 6月 10日の公開発表会終了後、18
時 10分から 18時 40分まで、8709室において行われた。
 同氏に、学位請求論文『現代日本漢語の漢字音』の成果と今後の課題について説明を求
めた後、まず、中国中古音と日本漢字音に関する専門的識見を質した。その結果、同氏は
博士の学位にふさわしい識見を有することが確認された。
次いで、唇内入声音の日本語化、現代漢語におけるハ行子音の半濁音化、それぞれに関
する同氏の研究結果と、すでに解明されている歴史的事実およびその解釈との関係につい
て質した。その結果、一部には考究を深めるべき課題はあるものの、全体としては、博士
の学位にふさわしい研究水準にあることが確認された。
 最後に、所謂「慣用音」の定義および調査と分析の結果について、具体例にもとづく詳
しい説明を求めた。その結果、期待した水準の言説が得られた。
以上の結果、本論文はその成果が十分な学力に裏付けられており、本論文をもって博士
（日本文化）が授与されることに全く問題の無いことが、主査・副査全員によって認めら
れた。
